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資料２－２ 参考資料－４

工事から２年後の検証・評価＜ 景 観・親水性 ＞工事から２年後の検証・評価＜工事から２年後の検証・評価＜ 景景 観・親水性観・親水性 ＞＞

平成２０年１１月平成２０年１１月平成２０年１１月
参4-1

平成２０年１１月５日 第２３回市川海岸塩浜地区護岸検討委員会資料

個別目標：利用･･･人々と三番瀬の触れ合いの確保

目標達成基準１

三番瀬の海岸として好ましい景観が形成されること。

目標達成基準２

人々と三番瀬の触れ合いが確保されていること。

参4-2

平成１９年度の評価結果

・H18年度の護岸改修イメージは、
現時点において改修前の護岸や
H17年度のイメージよりも景観に
関して肯定的に評価されたもの
と考える。

・ただし、護岸のより“自然的な”イ
メージについては今後も検討の
余地があるものと考えられる。

・石積護岸にした場合、ゴミの問
題が発生することに関しては、今
後の検討課題である。

景
観
の

評
価

H18年度の護岸改修イメージは、
現時点において改修前の護岸や
H17年度のイメージよりも触れ合
いの確保に関して肯定的に評価
されたものと考える。ただし、護岸
の“安心・安全な利用”や“楽しさ”
について、今後、バリエーションの
検討を行う上で改善策を検討する
必要がある。

親
水
性
の

評
価

平成20年度は平成１９年度の評価結果をうけて、護岸検討委員会において
護岸のバリエーション、緑化試験計画、砂つけ試験の検討の取り組みを行った。
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第１期まちづくり地区

約１２ｈａ

Ｈ２１年度着手目標

概ね１０年間

第２期まちづくり地区

１期完成後

１期の状況で判断

１０年後～２０年後見込

漁
港
区
域

海岸保全区域

自然再生の場
とのすりつけを
考えるエリア

自然再生の場
とのすりつけを
考えるエリア

中央公園と
一体的に利用
を図るエリア

中央公園と
一体的に利用
を図るエリア

グリーンベルト

グリーンベルト
グリーンベルト

シンボルロード

市
川
漁
港

第３期地区

ゾーニング（案）ゾーニング（案）

自然再生の場
別委員会で検討中

親水ゾーン 保全ゾーン

アクセス道路
取り付け部
（親水エリア）

アクセス道路
取り付け部
（親水エリア）

漁港区域との
すりつけ部
（保全エリア）

漁港区域との
すりつけ部
（保全エリア）

保全をテーマとして整
備する。転石、木杭に
よる保全バリエーショ
ンを展開する。

アクセス路

アクセス路
アクセス路

中央公園

マザーゾーンとして
厳正に保全する。

マザー
ゾーン

背後地の土地利用に
合わせて親水利用を
中心にしたバリエー
ションを展開する。

景観・親水性の向上にむけた検討の取り組み景観・親水性の向上にむけた検討の取り組み
護岸バリエーションの検討

第２２回護岸検討委員会 資料-2(2008.10.3)より事務局案を掲載 参4-3

現在、背後の“まちづくり計画”や隣接する“自然再生の場”との調整を図りながら、現在、背後の“まちづくり計画”や隣接する“自然再生の場”との調整を図りながら、
護岸バリエーションの検討の進め方について議論を行っている。護岸バリエーションの検討の進め方について議論を行っている。
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市川海岸平面図

試験計画位置

・試験場所：Ｈ18年度完成断面部分およびＨ20年度被覆予定部分とする。

緑化試験場所概況図

護岸の緑化試験計画の検討

参4-4

自然石で形成される石積護岸の景観の改善や、利用空間としての場の向上
を図ることなどを目的に緑化試験計画を検討。

Aゾーン Bゾーン
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Ａゾーン（Ｈ18年度完成断面）に
おける株の移植状況

Ｂゾーン（Ｈ20年度完成断面）に
おける株の移植状況

・緑化試験の種まき及び株の移植を市民参加により実施した。

【緑化試験の実施―種まき・株の移植―H21.3.18】

護岸の緑化試験の実施（Ｈ２１．４追加資料）

参4-5

砂つけ試験計画の検討

参4-6

目 的：1丁目隅各部の静穏域を利用して、さらし砂を投入した場合の砂の
挙動と、そこに形成される生物相を確認し、今後の護岸バリエーションの
検討材料とする。  
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試験計画位置
試験場所の状況 投入場所試験場所の状況 投入場所
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流失防止工（ネット入りの捨石）


